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八
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す
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日
印
原
子
力
協
定
を
締
結
す
る
と
い
う
報
道
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
か
ら
十
一
月
一
日
に
か
け
て
複
数
の
報
道
機
関
が
、
日
本
政
府
関
係
者
の
話
と
し
て
「
日

本
、
イ
ン
ド
両
政
府
は
、
十
一
月
中
旬
に
東
京
で
行
う
安
倍
晋
三
首
相
と
モ
デ
ィ
首
相
と
の
首
脳
会
談
で
、
日
本
か
ら
イ
ン
ド

へ
の
原
発
輸
出
を
可
能
に
す
る
日
印
原
子
力
協
定
に
署
名
す
る
方
針
を
固
め
た
」
等
の
報
道
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
内
容
に

関
し
て
政
府
の
判
断
に
疑
義
が
あ
る
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

政
府
は
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
中
旬
に
日
印
原
子
力
協
定
に
署
名
す
る
方
針
を
決
定
し
た
の
か
。

二

日
印
原
子
力
協
定
を
締
結
す
る
理
由
と
日
本
へ
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

日
印
原
子
力
協
定
の
締
結
で
、
日
本
か
ら
イ
ン
ド
へ
の
原
子
力
発
電
所
の
輸
出
は
可
能
に
な
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示

さ
れ
た
い
。

四

日
本
が
輸
出
を
し
た
原
子
力
発
電
所
か
ら
発
生
す
る
使
用
済
み
核
燃
料
に
関
し
、
そ
の
再
処
理
を
容
認
す
る
の
か
否
か
。

政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

五

イ
ン
ド
は
、
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
に
加
入
せ
ず
、
一
九
七
四
年
を
皮
切
り
に
核
実
験
を
行
っ
て
い
る
国
で
あ
る

が
、
こ
う
し
た
国
に
原
子
力
発
電
所
を
輸
出
す
る
の
は
、
世
界
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
が
率
先
し
て
核
不
拡
散
条
約

一



（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
の
枠
組
み
を
崩
す
懸
念
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

六

昨
年
十
二
月
に
イ
ン
ド
の
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
開
か
れ
た
日
印
首
脳
会
談
で
、
安
倍
首
相
が
「
核
実
験
を
行
う
こ
と
が
あ
る

よ
う
な
場
合
に
は
協
力
を
停
止
す
る
」
と
イ
ン
ド
側
に
伝
え
た
と
承
知
し
て
い
る
が
、
一
旦
、
日
本
が
原
子
力
発
電
所
を
輸

出
し
、
建
設
、
稼
働
し
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
を
白
紙
に
戻
す
の
は
非
現
実
的
で
あ
り
、
い
く
ら
「
協
力
を
停
止
す
る
」
と

言
っ
て
も
、
そ
れ
は
空
文
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


